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全国の人事担当に聞いた「HRTechに関する市場調査」 

HRTechで活用すると効果的な最新 ITツール第１位は「AI」 

今後HRTechの導入を考えている人事担当者は 6割以上！ 
 
人事領域(SAP)に特化したコンサルティング事業を手掛ける株式会社オデッセイ(本社：東京都千代田区、代表取締

役社長：秋葉 尊、以下オデッセイ)は、全国の年商500億円以上、または従業員規模1000人以上の企業の人事担当
者を対象に「HRTechに関する市場調査」を実施いたしましたので発表いたします。 
  オデッセイは、70 社超に上る SAP HCM 導入プロジェクトのなかで培ったナレッジと、数々のお客様のニーズを結
集した、独自の SAP HCM テンプレート「Ulysses」を活用したサービスや、タレントマネジメント・評価システムの工夫に
より既存人材の生産性向上を図る、SAP の機能を活かしたソリューションに加え、RPA を活用して単調な定型業務を
従業員に代わって処理できるソリューション「HRRobo」など、合理化したシステムを提案・構築することでお客様の人
事業務の改善や効率化を図るサービスを展開しています。 

2030 年には人手不足の推計値は 644 万人に上り、今後も益々深刻化が進むと見込まれる中、人材領域の課題を
テクノロジーで解決する手法への関心が高まっています。今回、オデッセイでは、年商 500 億円以上、または従業員
規模 1000 人以上の企業の人事担当者を対象に「HRTech に関する市場調査」を実施いたしました。その結果、
HRTech の認知度や注目されている IT ツールなど、人事に関わる部門に所属している方が感じている、HRTech の実
態が見える調査結果となりました。 

 
============================================================================================ 

【「HRTechに関する市場調査」調査概要】 
調査方法 ： WEB回答 
調査地域 ： 全国 
調査期間 ： 2019年2月14日（木）～2019年2月15日（月） 
調査対象 ： 全国の年商500億円以上、または従業員規模1000人以上の企業の人事担当者 男女 計400人 

※本リリースに関する内容をご掲載の際は、必ず「オデッセイ調べ」と明記してください。
============================================================================================ 

 

調査結果概要 

 
① 8 割以上が HRTech を知らないと回答。今後導入を考えている人事担当者は 6 割以上。 

HRTech を知らないと回答した人事担当者は 8 割以上。HRTech の内容を説明した上で、今後導入を考えてい
る人事担当者は 6 割以上。 

 
② HRTech を導入している業務領域、HRTech が活用できると効果的だと思う業務ともに「採用」が最も多い。 

HRTech 導入している人事担当者の業務領域で最もあてはまるものは「採用」が 35.1％で最も多い。 
   どのような業務で活用できるかという問においても「採用」が最も多い結果に。 
 
③ 「採用業務」における HRTech が最も効果的に活用する業務は「エントリーシートの受付・内容確認・内容審査」

等、大量のデータ処理や大勢の求職者への一斉対応が上位に。 
採用において HRTech が効果的に活用できる業務は大量のデータ処理や大勢の求職者への一斉対応が必要
な「エントリーシートの受付・内容確認・内容審査」に続いて、「募集広告／文章の適正度確認・修正」、「会社説
明会開催日程の調整と告知」の順に多かった。 

 
④ HRTech で活用すると効果的だと思う最新 ITツール、1 位「AI」、2 位「人事/給与システム」、3 位「RPA」。 

HRTech で活用すると効果的な最新 ITツールは「最もあてはまるもの」の回答は「AI」が第 1 位。 
2 位以降は拮抗し「RPA」、「タレントマネジメントシステム」が上位。意外なところでは、「人事/給与システムが」
合計で最も多い結果に。 

 

⑤ 今後利用したい HRTech は、AIを活用して採用や評価における標準化と公平化を実現するサービス。 

HRTech で今後利用してみたいサービスは「スマホ等を活用した録画面接と応募者の反応（表情・声）から AI 

を活用し適性分析するサービス」や 「従業員の目標設定や評価管理を AIが補助するサービス」など、 

採用と評価における標準化と公平化への活用が期待されている。 
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1、8 割以上が HRTech を知らないと回答。今後導入を考えている人事担当者は 6 割以上。 
「HRTech に関してご存知ですか。＜SA＞」という問では、「良く知っている」が 14.3％、「聞いたことがあるが、よく知

らない」が 30.0％、「聞いたこともない全く知らない」が 55.8％という結果になり、8 割以上が HRTech を知らないことが
わかりました。 
また、「HRTech を導入してみたいと思いますか。＜SA＞」という問では、「既に導入しており、今後も新しいソリュー

ションは積極的に採用したい」が 6.3％、「まだ導入していないが、今後積極的に導入してみたい」が 19.3％、「まだ導
入していないが、今後いいものがあれば導入してみたい」が 35.8％という結果になり、導入済も含め、6 割以上が今後
導入を考えていることがわかりました。HRTech を知らないと回答した人事担当者も、HRTech の内容を知り、導入をし
たいと考えていることがうかがえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2、HRTech を導入している業務領域、HRTech が活用できると効果的だと思う業務はともに「採用」が最も高い。 
HRTech 導入している人事担当者の業務領域で「最もあてはまるもの」の回答では「採用」が 35.1％で最も高い結果

となりました。また、「どのような業務で HRTech が活用できると効果的と思いますか。＜SA＞」という問においても、
「最もあてはまるもの」の回答で「採用（99人）」が第１位となり、ともに「採用」における業務で最も HRTechの活用が求
められていることがわかりました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

Q：HRTech を既に導入しているとお答えした方に質問です。HRTech導入済みの貴社の業務領域を教えてください。＜SA n=37＞ 

※強くあてはまる選択肢順に最大で 3 つまでご回答ください。 

※項目 2 は、項目 1 で回答されていないものの中からお選びください。 

※項目 3 は、項目 1 と 2 で回答されていないものの中からお選びください。 

Q：HRTech に関してご存知ですか。＜SA n=400＞ 

Q：HRTech とは人事や人材（Human Resorce：HR）関連の業務と AIや RPA等の最新技術（Technology）を 

組み合わせたソリューションを指す造語ですが、HRTech を導入してみたいと思いますか。＜SA n=400＞ 
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3、「採用業務」における HRTechが最も効果的に活用する業務は「エントリーシートの受付・内容確認・内容審査」等、 
  大量のデータ処理や大勢の求職者への一斉対応が上位に。 
「『採用業務』のなかのどのような業務／シーンで HRTech が活用できると効果的ですか。＜SA＞」という問の合計

では、「エントリーシートの受付・内容確認・内容審査（227 人）」が第 1 位という結果になりました。続いて、「会社説明
会開催日程の調整と告知（155人）」「応募者との面接日程の調整（143人）」という回答が多く集まりました。HRTechは
大量のデータの処理や、大勢の求職者に一斉に対応する必要がある業務において、特に効果的だと考える人事担当
者が多いことがわかりました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Q：どのような業務で HRTech が活用できると効果的と思いますか。 

既に HRTech を利用されている方は次に活用にしたい業務をお答えください。＜SA n=400＞ 

※強くあてはまる選択肢順に最大で 3 つまでご回答ください。 

※HRTech とは人事や人材（Human Resorce：HR）関連の業務と AIや RPA 等の最新技術（Technology）を組み合わせたソリューションを指す造語です。 

※項目 2 は、項目 1 で回答されていないものの中からお選びください。 

※項目 3 は、項目 1 と 2 で回答されていないものの中からお選びください。  

Q：「採用業務」のなかのどのような業務／シーンで HRTech が活用できると効果的ですか。＜SA n=400＞ 

※強くあてはまる選択肢順に最大で 3 つまでご回答ください。 

※HRTech とは人事や人材（Human Resorce：HR）関連の業務と AIや RPA 等の最新技術（Technology）を組み合わせたソリューションを指す造語です。 

※項目 2 は、項目 1 で回答されていないものの中からお選びください。 

※項目 3 は、項目 1 と 2 で回答されていないものの中からお選びください。 
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4、「人材配置／異動」における HRTech が効果的に活用する業務は「適正配置の検討」や「異動シミュレーション」。 
「『人材配置／異動』のなかのどのような業務／シーンで HRTech が活用できると効果的ですか。＜SA＞」という問

の「最もあてはまるもの」の回答では約 28％の人事担当者が「適正配置の検討（111 人）」と回答しました。また、合計
の回答では「異動シミュレーション（197 人）」が最も高い結果となりました。人材をどこに配置するかを考える工程で、
HRTech が効果的であると考えていることがうかがえます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5、「人材育成」における HRTech が効果的に活用する業務の第 1 位は「研修、e ラーニング」 
「『人材育成』のなかのどのような業務／シーンで HRTech が活用できると効果的ですか。＜SA＞」という問の「最も

あてはまるもの」の回答では「研修、e ラーニング（102 人）」が最も高い結果となりました。教材等を利用する従業員の
教育において、HRTech が効果的であると考える人事担当者が多いことがわかりました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Q：「人材配置／異動」のなかのどのような業務／シーンで HRTech が活用できると効果的ですか。＜SA n=400＞ 

※強くあてはまる選択肢順に最大で 3 つまでご回答ください。※HRTech とは人事や人材（Human Resorce：HR）関連の業務と AIや RPA 等の最新技術

（Technology）を組み合わせたソリューションを指す造語です。 

※項目 2 は、項目 1 で回答されていないものの中からお選びください。 

※項目 3 は、項目 1 と 2 で回答されていないものの中からお選びください。 

Q：「人材育成」のなかのどのような業務／シーンで HRTech が活用できると効果的ですか。＜SA n=400＞ 

※強くあてはまる選択肢順に最大で 3 つまでご回答ください。※HRTech とは人事や人材（Human Resorce：HR）関連の業務と AIや RPA 等の最新技術

（Technology）を組み合わせたソリューションを指す造語です。 

※項目 2 は、項目 1 で回答されていないものの中からお選びください。 

※項目 3 は、項目 1 と 2 で回答されていないものの中からお選びください。 
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6、「評価」において HRTech が効果的に活用できる業務は、評価結果の調整や確認業務。 
「『評価』のなかのどのような業務／シーンで HRTech が活用できると効果的ですか。＜SA＞」という問において、合

計では「部門ごとの評価の偏りを調整（205 人）」が最も高く、続いて「数値データに基づいた定量的な評価（188 人）」、
「評価結果の妥当性確認（185 人）」が高い結果となりました。公正で透明性の高い評価が必要であり、そのための確
認や調整業務において HRTech が効果的に活用できることが期待されていることがうかがえます。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
7、「給与計算等の基幹業務」において HRTech が効果的に活用する業務は 4 割以上が「給与計算チェック」と回答。 
「『給与計算等の基幹業務』のなかのどのような業務／シーンで HRTech が活用できると効果的ですか。＜SA＞」と

いう問いに対して、「給与計算チェック（165 人）」が最もあてはまると回答した人事担当者が最も高い結果となりまし
た。単純な確認作業において HRTech が効果的に活用できると考える人事担当者が多いことがうかがえます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Q：「評価」のなかのどのような業務／シーンで HRTech が活用できると効果的ですか。＜SA n=400＞ 

※強くあてはまる選択肢順に最大で 3 つまでご回答ください。※HRTech とは人事や人材（Human Resorce：HR）関連の業務と AIや RPA 等の最新技術

（Technology）を組み合わせたソリューションを指す造語です。 

※項目 2 は、項目 1 で回答されていないものの中からお選びください。 

※項目 3 は、項目 1 と 2 で回答されていないものの中からお選びください。 

Q：「給与計算等の基幹業務」のなかのどのような業務／シーンで HRTech が活用できると効果的ですか。＜SA n=400＞ 

※強くあてはまる選択肢順に最大で 3 つまでご回答ください。※HRTech とは人事や人材（Human Resorce：HR）関連の業務と AIや RPA 等の最新技術

（Technology）を組み合わせたソリューションを指す造語です。 

※項目 2 は、項目 1 で回答されていないものの中からお選びください。 

※項目 3 は、項目 1 と 2 で回答されていないものの中からお選びください。 

65

71

68

82

26

15

2

71

26

86

65

56

46

32

1

88

32

28

72

50

53

62

2

101

0 50 100 150 200 250 300

従業員に対する評価案の作成

評価結果の妥当性確認

部門ごとの評価の偏りを調整

数値データに基づいた定量的な評価

目標管理における目標の妥当性確認

目標管理における会社目標、部門目標、個…

その他

特にない

最もあてはまるもの 2番目にあてはまるもの 3番目にあてはまるもの

目標管理における会社目標、部門 
目標個人目標の整合性チェック 

165

71

26

60

1

77

61

98

83

72

2

84

46

68

110

60

1

115

0 50 100 150 200 250 300

給与計算チェック

昇給シミュレーション

賞与シミュレーション

年末調整用申告書の自動照合・登録

その他

特にない

最もあてはまるもの 2番目にあてはまるもの 3番目にあてはまるもの



NEWS RELEASE 
 
8、「人事関連の定型業務」における HRTech が効果的に活用する業務は、 
「手書き情報の自動入力」や「データの入力、送付業務」などの入力業務。 
「『人事関連の定型業務』のなかのどのような業務／シーンで HRTech が活用できると効果的ですか。＜SA＞」とい

う問の「最もあてはまるもの」の回答では、「手書き情報の自動入力（109 人）」が第 1 位という結果になりました。合計
では、「毎月行う、データダウンロード→エクセル加工→メール送信等の業務資料作成＆送付業務（192 人）」の回答
が最も多く、データの入力や送付業務などの単純作業の人事関連業務において、HRTech は幅広く活用の効果が期
待されていることがわかりました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
9、「勤怠管理」における HRTech が最も効果的に活用する業務は、労働時間等による従業員への影響の管理業務。 
「『勤怠管理』のなかのどのような業務／シーンで HRTech が活用できると効果的ですか。＜SA＞」という問では、

「三六協定に関する従業員の管理（123 人）」「従業員の労働時間確認による健康リスク管理（121 人）」の業務で
HRTech の活用が最も効果的であると考える人事担当者が多い結果となりました。労働時間等による従業員への影
響を管理する業務において、HRTech の活用が期待されていることがうかがえます。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Q：「人事関連の定型業務」のなかのどのような業務／シーンで HRTechが活用できると効果的ですか。＜SA n=400＞ 

※強くあてはまる選択肢順に最大で 3 つまでご回答ください。※HRTech とは人事や人材（Human Resorce：HR）関連の業務と AIや RPA 等の最新技術

（Technology）を組み合わせたソリューションを指す造語です。 

※項目 2 は、項目 1 で回答されていないものの中からお選びください。 

※項目 3 は、項目 1 と 2 で回答されていないものの中からお選びください。 

Q：「勤怠管理」のなかのどのような業務／シーンで HRTech が活用できると効果的ですか。＜SA n=400＞ 

※強くあてはまる選択肢順に最大で 3 つまでご回答ください。 

※HRTech とは人事や人材（Human Resorce：HR）関連の業務と AIや RPA 等の最新技術（Technology）を組み合わせたソリューションを指す造語です。 

※項目 2 は、項目 1 で回答されていないものの中からお選びください。 

※項目 3 は、項目 1 と 2 で回答されていないものの中からお選びください。 

109

52

53

73

24

20

3

66

30

61

61

62

64

42

1

79

30

28

59

57

69

60

1

96

0 50 100 150 200 250 300

手書き情報の自動入力

メールによる催促・確認

従業員からの問い合わせ対応

毎月行う、データダウンロード→エクセル加工→…

通勤交通費精算業務における通勤ルート、金額の適…

入社情報の一括チェック、登録処理

その他

特にない

最もあてはまるもの 2番目にあてはまるもの 3番目にあてはまるもの

毎月行う、データダウンロード→エクセル加工→ 
メール送信等の業務資料作成＆送付業務 

通勤交通費精算業務における 
通勤ルート、金額の適正チェック 

121

72

123

15

1

68

88

135

57

37

2

81

78

58

97

54

2

111

0 50 100 150 200 250 300

従業員の労働時間確認による健康リスク管理

労働時間と休暇取得による仕事のパフォーマンス

への影響確認

三六協定に関する従業員の管理

災害や列車遅延による従業員の遅刻や出社リスク

の通知

その他

特にない

最もあてはまるもの 2番目にあてはまるもの 3番目にあてはまるもの

労働時間と休暇取得による仕事 
のパフォーマンスへの影響確認 

災害や列車遅延による従業員 
の遅刻や出社リスクの通知 
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10、「経費申請・精算」における HRTech が効果的に活用する業務は、「移動や出張の手配や清算業務」。 
「『経費申請・精算』のなかのどのような業務／シーンで HRTechが活用できると効果的ですか。＜SA＞」という問の

「最もあてはまるもの」においては、「タクシーや宿泊代等の領収書による個別の精算業務（112人）」が最も多く回答が
集まりました。また、「2番目にあてはまるもの」の回答では、「出張関連の手配業務（110人）」が最も多く、交通や出張
による手続きにおいて、HRTech の活用が期待されていることがうかがえます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
11、「人事情報の分析／活用」における HRTech が最も効果的に活用する業務は「人事評価」。 
「『人事情報の分析／活用』のなかのどのような業務／シーンで HRTech が活用できると効果的ですか。＜SA＞」と

いう問の「最も当てはまるもの」の回答では、「人事評価（114 人）」が最も多い結果となりました。合計では「業務の生
産性評価（205 人）」が 2 番目に多く、「人事情報の分析／活用」においては評価に対する HRTech の効果が最も期待
されていることがわかりました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Q：「経費申請・精算」のなかのどのような業務／シーンで HRTech が活用できると効果的ですか。＜SA n=400＞ 

※強くあてはまる選択肢順に最大で 3 つまでご回答ください。※HRTech とは人事や人材（Human Resorce：HR）関連の業務と AIや RPA 等の最新技術

（Technology）を組み合わせたソリューションを指す造語です。 

※項目 2 は、項目 1 で回答されていないものの中からお選びください。 

※項目 3 は、項目 1 と 2 で回答されていないものの中からお選びください。 

Q：「人事情報の分析／活用」のなかのどのような業務／シーンで HRTech が活用できると効果的ですか。＜SA n=400＞ 

※強くあてはまる選択肢順に最大で 3 つまでご回答ください。 

※HRTech とは人事や人材（Human Resorce：HR）関連の業務と AIや RPA 等の最新技術（Technology）を組み合わせたソリューションを指す造語です。 

※項目 2 は、項目 1 で回答されていないものの中からお選びください。 

※項目 3 は、項目 1 と 2 で回答されていないものの中からお選びください。 
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12、HRTech で活用すると効果的だと思う最新 ITツール、1 位「AI」、2 位「人事/給与システム」、3 位「RPA」。 
「HRTech でどのような最新の IT を活用することが効果的と思いますか。＜SA ＞」という問において、「最もあては

まるもの」の回答では「AI（122 人）」が 1 位という結果になりました。2 位以降は拮抗し「RPA（54 人）」「タレントマネジメ
ントシステム（50人）」となっています。また、意外なところでは、「人事/給与システム(55人)」となっており、人事の基幹
的な業務での IT活用について根強いニーズがあることがわかりました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
13、HRTech で今後利用してみたいサービスは「スマホ等を活用した録画面接と応募者の反応（表情・声）から AIを 

活用し適性分析するサービス」や「従業員の目標設定や評価管理を AI が補助するサービス」。 
「次のような HRTech のサービスがあった場合どのサービスを利用してみたいですか。＜SA ＞」という問の合計の

回答では、「従業員の目標設定や評価管理をAIが補助するサービス（144人）」「従業員の業務の生産性を把握/分析
し定量的な評価につなげ公平な評価と生産性の向上を実現するサービス（142 人）」が多い結果となりました。採用や
評価における標準化や公平化を人事が求められていることがうかがえます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Q：HRTech でどのような最新の IT を活用することが効果的と思いますか。＜SA n=400＞ 

※強くあてはまる選択肢順に最大で 3 つまでご回答ください。 

※HRTech とは人事や人材（Human Resorce：HR）関連の業務と AIや RPA 等の最新技術（Technology）を組み合わせたソリューションを指す造語です。 

※項目 2 は、項目 1 で回答されていないものの中からお選びください。 

※項目 3 は、項目 1 と 2 で回答されていないものの中からお選びください。 

Q：次のような HRTech のサービスがあった場合どのサービスを利用してみたいですか。＜SA n=400＞ 

※強くあてはまる選択肢順に最大で 3 つまでご回答ください。 

※HRTech とは人事や人材（Human Resorce：HR）関連の業務と AIや RPA 等の最新技術（Technology）を組み合わせたソリューションを指す造語です。 

※項目 2 は、項目 1 で回答されていないものの中からお選びください。 

※項目 3 は、項目 1 と 2 で回答されていないものの中からお選びください。 
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スマホ等を活用した録画面接と応募者の反応（表情・声）から 

AI を活用し適性分析するサービス 

 

SNS等に記載されている内容から人材を 

分析／抽出し、求人をかけるサービス 

 

従業員の目標設定や評価管理をAIが補助するサービス 

 

360℃フィードバックなどレビューシステムを充実させ、 

社員の成長を随時把握できるサービス 

 

従業員の業務の生産性を把握／分析し定量的な評価につなげ 

公平な評価と生産性の向上を実現するサービス 

従業員エンゲージメントを測定し、 

従業員の状態を把握することで組織力の強化につなげるサービス 

良いパフォーマンスや優秀な成績を残した従業員に 

ポイントを付与するサービス 

 

人事の定型業務を代行するロボットサービス（RPA） 

 

人事関連の問い合わせに対応するチャットボット 

 

その他 

 

特にない 
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